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2

の
ど
自
慢
の
舞
台
裏
お
見
せ
し
ま
す

準
備
に
大
忙
し
〃

の
ど
自
慢
を
さ
さ
え
る
ス
タ
ッ
フ
た
ち

N
H
K
の
ど
自
慢
、
テ
レ
ビ
で
は

わ
ず
か
四
十
五
分
の
番
組
で
も
、
の

ど
臼
慢
を
さ
さ
え
る
多
く
の
裏
方
の

人
々
に
よ
っ
て
、
番
組
は
出
来
上
が

っ
て
い
ま
す
。

裏
方
の
人
々
を
お
い
を
が
ら
、
N

H
K
の
ど
自
慢
の
裏
側
を
お
見
せ
し

ま
す
。

六
月
二
十
二
日
午
前
ま
ず
、
体
育

㍉省

館
の
二
階
フ
ロ
ア
ー
に
シ
ー
ト
を
敷

き
、
午
後
か
ら
ス
テ
ー
ジ
づ
く
り
が

始
ま
り
ま
し
た
。

六
月
二
十
四
日
、
ス
テ
ー
ジ
が
完

成
。
N
H
K
か
ら
放
送
機
材
が
随
時

到
着
。
六
月
二
十
六
日
、
い
よ
い
よ

の
ど
自
慢
の
準
備
が
本
格
的
に
始
ま

り
ま
し
た
。

仮
設
ト
イ
レ
の
設
営
、
駐
車
場
の

線
引
き
。
ス
ピ
ー
カ
ー
、
照
明
機
材

の
取
付
け
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
設
営

を
ど
手
際
良
く
準
備
は
進
み
ま
し
た
。

放
送
設
備
の
セ
ッ
ト

完
了

N
H
K
ス
タ
ッ
フ
四
十
二
人
。
役

場
職
員
は
全
員
で
会
場
内
外
の
準
備

に
あ
た
り
ま
し
た
。

ほ
か
の
会
場
か
ら
い
す
や
机
が
運

び
出
さ
れ
、
会
場
の
ご
ざ
引
き
と
次

々
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲

会場の外では仮設トイレの

すえつけが始まりました。

（10基の仮設トイレ）

Soumu
四角形
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ト
体
育
館
の
一
階
に
設
け
ら
れ
た
音
響
装
置
。
こ
こ
で
、
出
演
者
の
声
が
よ
り

鮮
明
な
も
の
に
調
整
さ
れ
ま
す
。

き
び
し
い
プ
ロ
の
目
が

ひ
か
る

会
場
に
は
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
セ

ッ
ト
も
完
了
し
、
舞
台
も
完
成
。
場

外
に
は
中
継
車
が
。
生
中
継
の
場
合

は
こ
の
中
継
車
か
ら
全
国
に
そ
し
て

世
界
に
電
波
が
飛
ん
で
行
き
ま
す
。

だ
ん
だ
ん
と
の
ど
自
慢
を
迎
え
る

雰
囲
気
が
盛
り
上
が
っ
て
来
ま
し
た
。

放
送
器
具
の
セ
ッ
ト
が
終
わ
る
と

点
検
が
入
念
に
行
わ
れ
、
鮮
明
な
画

像
と
音
を
作
り
出
す
た
め
に
何
度
も

チ
ェ
ッ
ク
が
。
厳
し
い
プ
ロ
の
目
が

ひ
か
り
ま
す
。

の
ど
自
慢
の
顔
、
吉
川
精
一
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
が
江
府
町
に
夕
方
、
到
着

し
ま
し
た
。

穆

N
H
K
の
ス
タ
ッ
フ
が
照
明
器
具

の
取
り
付
け
を
会
場
で
行
な
っ
て

い
ま
す
。

■
「

。⊇≒二丈＝二ここ＝三F‾、∴七重三

‡．「t．≒

L
F
L

】会
場
の
外
で
は
、

多
ぜ
い
の
観
覧
者

を
ス
ム
ー
ズ
に
入
場
し
て
頂
く
た
め

の
準
備
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

予選会前日のスケジュール

いす・机を運ぶ

会場にコザを敷く

カメラ設置が完了

照明・音響の設置
仮設トイレが設置

舞台が完成

のど自慢らしい風景

ができました

照明・音響のチエ、ソウ

ゲストの控室の準備

完成

楽器の搬入完了

カメラテストが何度も
繰りかえされました

NHKのスタ、ソフはあ

すの予選会をひかえ細

かい打合せを行いました

ぎ
10：00

①
11：00

①

芋

蔓

讐

ご
18：00

工

▲NHK中継車がセット某70

Soumu
四角形
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の
ど
自
慢
の
舞
台
裏
お
見
せ
し
ま
す

本
番
を
明
日
に
ひ
か
え
て

熱
気
ム
ン
ム
ン
予
選
会

予
選
会
当
日
、
十
時
三
十
分
、
約

二
十
人
が
十
二
時
三
十
分
の
開
演
を

待
ち
か
ね
て
並
ん
で
い
ま
し
た
。
続
々

と
予
選
会
参
加
者
百
五
十
二
人
が
会

場
に
。
遠
く
は
広
島
か
ら
き
た
人
も
。

十
一
時
過
ぎ
、
吉
川
精
一
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
が
会
場
に
到
着
。

吉
川
精
．
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
会
場

に
来
る
ま
で
に
町
内
を
視
察
し
、
『
江

府
町
は
印
象
に
残
る
町
、
町
並
み
が

い
い
で
す
ね
。
江
尾
十
七
夜
と
い
う

夏
祭
り
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
と
て

も
、
す
て
き
を
お
祭
り
の
よ
う
で
一

度
来
て
見
た
い
で
す
ね
。
』
と
の
感
想
。

会
場
で
は
、
サ
選
会
参
加
者
の
な

か
に
は
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
自
前

の
歌
を
用
意
し
て
、
練
習
に
余
念
が

あ
り
ま
せ
ん
。
予
選
会
開
会
を
前
に

参
加
者
の
胸
は
徐
々
に
高
ま
っ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
N
H
K
ス
タ
ッ
フ

は
何
回
も
、
音
響
の
テ
ス
ト
、
照
明

の
テ
ス
ト
を
行
い
、
演
奏
者
も
何
度

も
〟
汀
合
わ
せ
を
し
て
い
ま
す
。

十
二
時
三
十
分
。
待
ち
に
待
っ
た

入
場
の
開
始
で
す
。

四
〇
〇
人
の
観
覧
者
は
、
目
を
輝

か
せ
て
二
階
の
会
場
へ
。

予
選
会
の
は
じ
ま
り

午
後
一
時
予
選
会
の
始
ま
り
。

注
意
事
項
を
鳥
取
放
送
局
の
小
山

デ
ィ
レ
ク
タ
1
が
説
明
。

そ
し
て
、
吉
川
精
一
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
が
登
壇
し
、
『
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
』
と
参
加
者
を
激
励
。

▲開演2時間前から並ぶ観覧者

のみなさん。

茎干竿箆

Soumu
四角形



（5）

ト
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
カ
メ
ラ
テ
ス
ト
。
ス
タ
ッ
フ
の
目
つ
き
も
真
剣
そ
の
も
の
。

そ
し
て
、
出
場
者
は
、

『
一
番
／
0
0
0
』
と
曲
名
を
名
乗

っ
て
得
意
の
歌
を
熱
H
H
。

参
加
者
は
自
分
の
順
番
が
く
る
ま

で
生
唾
を
飲
ん
だ
り
、
の
ど
が
か
ら

か
ら
に
在
っ
た
り
と
も
う
大
変
。

普
段
の
実
力
が
出
な
か
っ
た
と
残

念
が
る
参
加
者
も
。

審
査
結
果
の
発
表
を
待
つ
間
、
期

待
と
不
安
が
参
加
者
の
心
の
中
を
駆

け
巡
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
午
後
五
時
、
本
番
の
出

場
者
二
十
五
人
の
発
表
で
す
。

次
々
と
出
場
者
の
名
前
が
発
表
さ

れ
る
と
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
と
る
男
性

や
歓
喜
の
声
を
上
げ
る
女
性
。
反
面

名
前
を
読
み
上
げ
ら
れ
を
か
っ
た
方

々
は
意
気
消
沈
の
様
子
も
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
明
日
は
本
番
／

▲自分の出番を待つ出演者。カセットテープを聞き

ながら練習に余念がないが、胸の内はドキドキ。

予選会のスケジュール

スタ、ソフ集合

掃除と器具の点検

観覧者の一番のリ

のど自慢の顔

吉川精一アナウンサー

到着

観覧者、予選会の

参加者入場

予選会のスタート

152人の熱唱続く

予選会終了後

カラオケ大会

のど自慢出演者

25人の発表

▲明日の本番。出場者25人の決定。

Soumu
四角形
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の
ど
自
慢
の
舞
台
裏
お
見
せ
し
ま
す

よ
い
よ
本
番
で
す

二
千
人
を
こ
え
る
観
覧
者
の
ど
自
慢
に
感
激

の
ど
‖
慢
当
日
、
雨
模
様
の
天
気

や
報
を
く
つ
が
え
し
て
、
晴
れ
渡
っ

た
青
空
。

場
外
整
理
係
は
午
前
七
時
に
そ
れ

ぞ
れ
の
位
置
に
つ
き
ま
し
た
。

午
前
七
時
三
卜
分
に
日
野
町
か
ら

の
ご
夫
婦
が
一
番
の
り
。

午
前
八
時
に
は
す
で
に
観
覧
者
は

四
十
人
。

午
前
九
時
ま
で
に
出
場
者
が
次
々

と
入
場
。
昨
日
の
予
選
会
の
顔
と
違

う
よ
う
を
気
が
し
ま
し
た
。

．

・

・

・

二

、

・

㌦

1
　
㌦
．
∴
」

iヽ七、．＿＿　J
●　：こ　　こ’．三一

当臣よし　∴云

裏
方
の
ス
タ
ッ
フ
は
放
送
器
材
の

点
検
や
清
掃
に
余
念
が
を
く
、
ゲ
ス

ト
を
迎
え
る
案
内
係
も
ち
ょ
っ
ぴ
り

緊
張
気
味
。

出
場
者
と
吉
川
精
一
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
と
の
打
ち
合
わ
せ
が
始
ま
り
ま
し

た
。
『
歌
う
と
き
は
動
作
を
つ
け
て
、

表
情
豊
か
に
』
と
細
か
い
注
文
が
出

る
が
、
を
ご
や
か
を
雰
囲
気
の
を
か

で
打
ち
合
わ
せ
が
進
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ゲ
ス
ト
の
坂
本
冬
美
さ

ん
が
到
差
、
続
い
て
、
前
川
清
さ
ん

が
。
控
室
で
は
ゲ
ス
ト
の
発
声
練
習

が
聞
こ
え
出
し
ま
し
た
。

何
度
も
行
な
わ
れ
た

リ
ハ
ー
サ
ル

リ
ハ
ー
サ
ル
が
ス
タ
ー
ト
。
山
演

者
の
出
方
か
ら
マ
イ
ク
の
取
り
方
ま

で
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
細
心
の
注
意
が

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
▲
■
人
ひ
と
り

▲江尾郵便局の皆さん

も設営に一生懸命。

▲ゲストの坂本冬美さんのリハーサル風景

そばに立っているスタッフは、カメラの位置を確認。

▲本番前吉川精一アナウンサー

は、出演者と懇談。

笹
L
L
も
ノ
．

NHK総合、ラジオ第1放送、衛星第2

Soumu
四角形
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ト
会
場
に
入
場
す
る
観
覧
者
の
み
な
さ
ん

の
音
合
わ
せ
、
短
時
間
の
中
で
手
際

良
く
リ
ハ
ー
サ
ル
は
進
行
し
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
音
合
わ
せ
が
終
わ

る
と
吉
川
精
一
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
▲
肩

を
叩
き
な
が
ら
、
温
か
く
励
ま
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ゲ
ス
ト
の
前

川
清
さ
ん
・
坂
本
冬
美
さ
ん
も
い
っ

し
ょ
に
本
番
と
同
じ
よ
う
に
リ
ハ
ー

サ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
二
時
、
入
場
を
待
ち
受
け
て
い

た
観
覧
者
約
千
人
が
会
場
へ
。

ま
た
た
く
間
に
、
会
場
は
人
・
人

・
人
で
い
っ
ぱ
い
に
。

午
後
一
時
、
福
凹
町
長
が
待
望
の

の
ど
自
慢
を
誘
致
で
き
ま
し
た
と
よ

ろ
こ
び
の
挨
拶
、
続
い
て
、
乗
本
江

尾
郵
便
局
長
が
挨
拶
し
た
後
、
の
ど

自
慢
の
顔
、
吉
川
精
一
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
が
登
場
、
会
場
か
ら
割
れ
る
よ
う

’

な
人
き
を
拍
手
が
沸
き
し
が
り
ま
し
　
　
出
て
、
本
番
の
ス
タ
ー
ト
。

ら

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
番
は
テ
レ
ビ

そ
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
サ
イ
ン
が
　
　
く
だ
さ
い
。

・
ラ
ジ
オ
で
ご
覧

本番スケジュール

スタ、ソフ集合

一番のりの観覧者が待つ

出場者25人が到着

坂本冬美さん・前川清さん

ゲストが到着

リハーサルの開始

観覧者約1，000人が
開演を待つ

観覧者入場開始

のど自慢本番

スタート

竺

芸

ぎ

藁

貫
目：00

①
12：00

こ
13：00

⑦

わが町から出演者8人

NHKのど自慢の放送

Soumu
四角形
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老
人
福
祉
セ
ン
タ
1
建
設
着
工
へ

建
設
の
音
・
鳴
り
響
く

七
回
手
づ
く
り
取
出
訂

（
建
設
大
臣
）
に
輝
く

七
月
八
日
、
待
望
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
着
工
。

運
動
公
園
グ
ラ
ン
ド
に
隣
接
し
て
あ
っ
た
旧
中
国
電
力
事
務
所

の
あ
と
に
建
設
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
旧
中
国
電
力
事
務
所
が
取

り
壊
さ
れ
、

着
々
と
完
成
に
向
け
て
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

▲老人福祉センターの完成予想図

こ
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
総

工
費
四
億
八
百
万
円
で
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
二
階
建
　
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

付
）
建
築
延
面
積
九
八
五
・
九
九
ポ

の
近
代
的
を
建
物
で
す
。

工
事
は
米
子
市
の
小
野
工
務
店
が

請
負
。
明
春
、
三
月
十
九
日
を
目
指

し
て
急
ピ
ッ
チ
に
工
事
が
進
ん
で
い

ま
す
。

高
齢
者
の
皆
様
に
ゆ
っ
く
り
と
く

つ
ろ
い
で
頂
く
た
め
に
、
教
養
娯
楽

室
、
図
書
室
、
畳
の
あ
る
談
話
室
、

そ
れ
に
浴
室
も
そ
与
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
皆
様
に
臼
由
に
つ
か
っ

て
噴
く
た
め
に
現
在
、
運
営
に
つ
い

て
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

▲表彰を受ける福田町長（広島市ヒて）

こ
の
た
び
、
チ
ロ
ル
の
里
の
象
徴

で
も
あ
る
ス
イ
ン
グ
ベ
ル
の
塔
が
第

四
十
四
回
の
国
土
建
設
週
間
に
ち
な

み
第
七
回
郷
土
賞
　
（
ふ
る
．
さ
と
の
色

と
光
の
部
門
）
　
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
夜
間
に
輝
く
ス
イ
ン
グ

ベ
ル
の
塔
と
三
色
の
噴
水
（
甘
酒
茶

屋
）
が
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
江

府
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

七
月
十
日
、
広
島
市
の
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
、
広
島
建
設
局
長
よ
り
江

府
町
長
に
建
設
大
臣
か
ら
の
表
彰
状

と
手
づ
く
り
郷
土
賞
の
銘
版
の
伝
達

式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

上
の
段
広
場
が
花
い
っ
ぱ
い

奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
モ
デ
ル
花
壇

六
月
十
日
に
完
了
し
た
奥
大
山
チ

ロ
ル
の
望
モ
デ
ル
花
壇
。

県
の
花
と
縁
の
ふ
る
さ
と
推
進
事

業
で
建
設
総
工
事
費
百
二
1
．
万
円
。

花
壇
の
角
に
は
ア
1
卜
平
版
に
ス
キ

ー
や
、
ふ
る
さ
と
の
錘
な
ど
を
あ
し

ら
い
、
訪
れ
た
人
の
心
を
を
ご
ま
せ

て
い
ま
す
。

現
在
は
、
サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
が
き
れ
い
に

咽

咲
い
て
お
り
、
年
四
回
、
季
節
ご
と

の
花
を
植
え
か
え
す
る
予
定
で
す
。

卜
軒
‥
汗
l
上

。
ノ
仰
つ
．
∵

▲上ノ段広場のモデル花壇

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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一人ひとりを大切に
考えてみよう同軸問題

部落解放月間によせて

執

七
月
十
日
　
（
金
）
　
か
ら
八
月
九
日

（
日
）
ま
で
、
部
落
解
放
月
間
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
県
下
で
さ
ま
ざ
ま
な
講
演
会
、

研
修
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
を
通
し
て
、
同
和
問
題

を
お
互
い
に
自
分
自
身
の
問
題
と
し

て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
が
町
で
の
取
り
組
み
は
？

江
府
町
で
は
同
和
教
育
推
進
協
議

会
を
中
心
に
、
各
支
部
（
小
学
校
区

ご
と
に
江
尾
支
部
、
米
沢
支
部
、
明

倫
支
部
、
俣
野
支
部
）
ご
と
に
地
域

の
実
情
に
合
せ
な
が
ら
、
年
間
計
画

を
立
て
て
、
小
地
域
懇
談
会
（
集
落

単
位
で
の
学
習
会
）
や
県
下
、
町
内

で
開
催
さ
れ
る
研
修
会
に
積
極
的
に

参
加
し
て
お
り
ま
す
。

わ
が
町
の
同
和
問
題
に
つ
い

て
　
の
　
意
　
識
　
は
　
？

た
し
か
に
、
従
来
に
く
ら
べ
て
、

変
り
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
、
正
し
い

理
解
が
深
ま
り
つ
つ
あ
る
結
果
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
部
落
差
別
は

よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
理
解
で
き

て
も
、
実
際
、
あ
と
を
た
た
を
い
差

別
事
件
を
み
る
に
つ
け
、
ま
だ
ま
だ

問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
研
修
会
等
を
繰
り
返
す
な

か
で
、
少
し
ず
つ
変
り
つ
つ
あ
る
と

い
う
現
実
が
あ
る
の
は
事
実
で
す
。

昭
和
六
十
三
年
の
意
識
調
査
（
江

府
町
単
独
調
査
）
　
で
は
次
の
と
お
り

の
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

「
公
民
館
な
ど
で
も
同
和
教
育
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
な
た
は
ど

う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
」
　
の
質
問
に

対
し
て

回
答
と
し
て

「
部
落
差
別
を
な
く
す
た
め
大
切
」

四
十
二
・
三
％

「
こ
と
さ
ら
強
調
し
な
く
て
も
よ
い
」

四
十
三
・
一
％

前
回
（
昭
和
五
十
三
年
）
調
査
で

は
、
「
こ
と
さ
ら
強
調
し
を
く
て
も

よ
い
」
　
の
数
値
は
五
十
一
％
で
、
以

前
よ
り
同
和
教
育
の
必
要
性
が
進
展

し
て
い
る
結
果
で
す
。

し
か
し
、
差
別
解
消
に
む
け
て
は

ま
だ
ま
だ
根
深
い
差
別
意
識
が
心
の

な
か
に
ひ
そ
ん
で
お
り
、
こ
の
機
会

を
取
ら
え
て
、
同
和
問
題
を
自
分
自

身
の
問
題
と
し
て
取
ら
え
、
考
え
、

行
動
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。人

が
人
を
差
別
す
る
こ
と
こ
そ
、

お
ろ
か
な
こ
と
は
な
い
か
ら
で
す
。

同和問題講演会
8月6日的米子市文化ホール

午後2時～3時30分

三重大学　人文学部

教授今野敏彦氏
演題「だれもが幸せに」

争
憩
而
茶
器
濫
ず
雀
包

星
癌
芯
芸
㌘
沙
紀

六
月
二
十
二
日
、
献
血
車
が
参
り

ま
し
た
時
に
、
真
心
の
献
血
を
次
の

皆
様
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

紙
面
を
通
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

を
お
、
太
字
の
皆
様
は
四
〇
〇
c
c

採
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
で
す
。

◎
日
本
鋼
管
・

本
村
　
明
文

大
倉
　
幸
子

宗
高
　
義
隆

遠
藤
幸
三
郎

古
賀
　
潔
文

三
苫
孝
太
郎

日
東
建
設
作
業
所
前

池
田
　
　
健

村
穂
　
隆
理

佐
藤
　
信
夫

渡
辺
　
浩
二

佐
藤
　
利
明

◎
江
尾
郵
便
局
前

福
田
　
　
学

土
井
垣
史
朗

砂
口
　
正
文

栗
林
　
範
之

田
本
　
賢
二

上
原
　
二
郎

岡
田
千
寿
子

上
田
　
垂
樹

新
見
　
一
郎

新
見
　
道
弘

小
谷
幸
之
介

清
水
　
和
也

大
谷
　
康
弘

◎
江
府
町
農
協
本
所
前

西
村
　
弘
樹

藤
原
　
信
雄

津
澤
恵
美
子

澤
口
　
　
勉

張
谷
　
俊
二

川
上
　
悦
男

◎
江
府
町
役
場
前

三
上
由
理
子

原
　
　
芳
恵

千
藤
　
　
正

池
田
　
健
一

桑
原
　
　
巧

千
藤
　
志
郎

山川　志　川‘白■加
本端水　上本藤

睦義　幸　勅忠
優子市恵寛和

梅
林
　
美
鈴

藤
原
　
昭
仁

加
藤
美
和
子

加

藤

一

夫

長
岡
　
邦
一

森
田
　
勝
彦

役
場
の
週
休
二
日
制
に

ご
理
解
を

労
働
時
間
の
短
縮
を
図
り
、
ゆ
と

り
あ
る
国
民
生
活
の
実
現
を
推
進
す

る
た
め
、
国
と
並
ん
で
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
も
、
完
全
週
休
二
日
制

を
導
入
す
る
こ
と
と
し
、
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

江
府
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
県
及

び
西
部
各
市
町
村
と
歩
調
を
合
せ
、

八
月
一
日
の
土
曜
日
か
ら
こ
れ
を
実

施
し
、
役
場
・
教
育
委
員
会
は
休
み

と
な
り
ま
す
の
で
、
各
種
証
明
等
は

な
る
べ
く
、
金
曜
日
ま
で
に
お
出
か

け
下
さ
い
。

な
お
、
保
育
園
・
体
育
館
・
図
書

館
等
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
業
務
を
行

い
ま
す
。

緊
急
を
要
す
る
死
亡
届
、
埋
葬
許

可
書
等
は
、
従
来
通
り
日
直
員
が
受

付
け
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Soumu
四角形
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▲
体
育
館
で
行
な
わ
れ
た
ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会

㊨㊨④江府町発足40周年記念

要期巡回ラジオ陣
し＼「事仁

NHKラジオ第1放送で生放送の夏期巡回菅ぎオ

江府町で開催されます。町民の皆様どんどんご参加下さい。

午前5時30分集合

ド
※雨天の場合、体育館

聖ラジオ体操は、昭和3年に郵政省
簡易保険局が制定し、NHK全国
ラジオ体操連盟と共同で普及・奨
励に努めています。

日時平成4年8

国
保
の
届
け
出
は
、
お
早
め
に
〃
‥

国
保
は
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人
以
外
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る

よ
う
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
加
入
す
る
と
保
険
税
を
納

め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

加
入
届
け
が
お
く
れ
る
と
保
険
税

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
保

険
証
を
お
持
ち
で
を
い
た
め
、
そ
の

間
の
医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

加
入
、
喪
失
の
届
け
は
、
変
更
の

あ
っ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
し
て

く
だ
さ
い
。

国民年金

64歳までの人は

国民年金に任意加入

できます

国
民
年
金
は
原
則
と
し
て
、
二
十

歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
加
入
と
を
っ

て
い
ま
す
が
、
次
の
人
は
六
十
歳
以

上
か
ら
六
十
五
歳
未
満
ま
で
任
意
加

入
が
で
き
ま
す
。

◎
六
十
歳
に
な
っ
て
も
年
金
を
受
け

る
た
め
に
必
要
を
年
数
を
満
た
し
て

い
を
い
人

◎
未
納
期
間
や
年
金
額
計
算
の
基
礎

と
在
ら
な
い
　
「
カ
ラ
期
間
」
が
あ
る

た
め
満
期
の
年
金
を
受
け
取
れ
を
い

人

防
衛
庁
は
多
数
の
自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

来
春
高
校
卒
業
見
込
み
の
方
を
対

象
に
二
等
陸
・
海
・
空
士
を
募
集
し

ま
す
。
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

受
　
付
　
平
成
四
年
九
月
五
日
か
ら

試
　
験
　
平
成
四
年
九
月
十
六
日

（
学
力
試
験
）

聡

加
入
手
続
き
は
、
役
場
に
　
「
資
格

取
得
申
請
書
」
を
提
出
し
ま
す
。

六
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
自
分
の
国

民
年
金
の
期
間
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
よ
ー
フ
。

平
成
四
年
九
月
十
七
日
（
身
体
検
査
）

採
　
用
　
平
成
五
年
三
月
下
旬

四
月
上
旬

く
わ
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

江
府
町
役
場
・
総
務
課
ま
た
は

米
子
募
集
事
務
所
／
米
子
市
東
町
三

二
七
　
（
古
谷
ビ
ル
内
）

℡
0
8
5
9
　
（
3
3
）
2
4
4
0

Soumu
四角形
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き

¢

六
月
分

ロ
お
誕
生
お
め
で
と
う

本
　
五
　
漱
酔
　
蘇
酎

興
誠

郡
司
　
光
通

永
岡
　
　
綾

中
村
　
文
男

山
田
　
恭
子

碓
永
　
嘉
彦

宇
田
川
能
子

木
谷
　
　
淳

末
次
加
代
子

））））

㊧

埼
玉
県
川
口
市

江
尾
か
ら

下
安
井

鳥
取
市
か
ら

兵
庫
県
神
戸
市

武
庫
か
ら

佐
川

美
用
か
ら

長
男
　
　
■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

美
　
用
　
　
三
代
　
い
つ
み

信
行
　
長
女

小
江
尾
　
　
永
井
　
邦
明浩

二
　
三
男

∇
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

川
上

青
砥

松
田

中
前

芳
田

宮
本

矢
下

司
洋
子等

美
恵

善
英

千
代

勝
見

美
用
か
ら

米
子
市

米
子
市

小
江
尾
か
ら

京
都
市

俣
野
か
ら

下
蚊
屋
　
　
筒
井
　
克
弘
　
　
2
7
歳

肇
　
宅

下
蚊
屋
　
　
山
本
和
書
人
　
　
8
0
歳

事
和
宅

佐
　
川
　
　
清
水
　
春
男
　
　
洪
歳

節
子
宅

地

Ⅵ

内

　

藤

原

　

音

　

8

6

歳

事
柴
宅

1
1
比
　
マ
リ
ア
ー
ノ
マ
ジ
リ
ン
テ
ィ

江
尾

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら

．
人
の
動
き
、
5
月
届
け
の
な

か
で
「
垂
　
ま
ゆ
み
」
　
さ
ん
は

「
桑
田
ま
ゆ
み
」
　
さ
ん
の
あ
や

ま
り
で
し
た
の
で
、
訂
正
し
、

お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

訂

［
ひ
と
こ
と
・
ふ
た
こ
と
］

し
ょ
う
　
じ
　
　
　
　
　
　
だ
　
い
　
　
じ

ヽJ．
ノ

事
が
大
事
〃
‥

▼
さ
さ
い
な
こ
と
を
お
ろ
そ
か
に
し

て
、
大
き
な
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
か
。

環
境
問
題
も
無
秩
序
の
森
林
破
壊

を
や
め
よ
う
と
か
、
オ
ゾ
ン
層
の
破

壊
を
く
い
止
め
る
の
に
フ
ロ
ン
ガ
ス

の
製
造
・
使
用
を
禁
止
し
ょ
う
と
か

色
々
と
意
見
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
手
で
は
森
林

破
壊
を
と
め
る
こ
と
も
、
簡
単
に
は

で
き
ま
せ
ん
し
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊

を
く
い
止
め
る
こ
と
も
で
き
に
く
い

と
思
い
ま
す
。

▼
あ
る
時
、
環
境
庁
の
職
員
さ
ん
と

お
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

澄
み
渡
っ
た
青
空
の
も
と
、
大
山

の
ふ
も
と
で
の
こ
と
で
す
。

煙
草
好
き
な
そ
の
方
は
、
話
し
を

が
ら
ぶ
か
ぶ
か
と
煙
草
を
吸
っ
て
い

ま
し
た
。
お
も
む
ろ
に
ポ
ケ
ッ
ト
の

な
か
か
ら
、
携
帯
用
の
灰
皿
を
出
し

て
、
煙
草
の
灰
や
す
い
が
ら
を
そ
の

な
か
に
。

さ
す
が
、
環
境
庁
の
職
員
さ
ん
と

感
心
。
素
朴
に
質
問
し
ま
し
た
。

「
仕
事
上
、
そ
う
し
て
い
る
の
で
す

か
？
」
と
。

「
自
然
は
み
ん
を
の
も
の
。
仕
事
と

か
、
仕
事
で
を
い
と
か
、
自
然
に
は

関
係
な
い
で
す
よ
。
」
　
と
笑
顔
で
答

え
て
い
ま
し
た
。

大
変
、
失
礼
な
質
問
を
し
た
と
後

悔
し
ま
し
た
。

▼
歩
き
を
が
ら
、
道
に
目
に
つ
く
空

缶
、
す
い
が
ら
な
ど
を
ど
。

だ
れ
か
が
、
拾
え
ば
と
思
う
前
に

自
分
が
ひ
と
つ
で
も
拾
え
ば
も
っ
と

住
み
よ
い
町
に
な
る
で
し
ょ
う
。

小
さ
を
こ
と
、
さ
さ
い
を
こ
と
の

積
み
重
ね
が
大
切
だ
と
煙
草
好
き
を

環
境
庁
の
職
貞
さ
ん
の
顔
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
思
い
出
し
ま
し
た
。

環
境
問
題
だ
け
で
を
く
私
た
ち
の

回
り
に
は
、
そ
ん
を
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
自
分
の
身
の
回
り
か
ら
。

二
項

㊨
＠
画
画

▼
今
回
は
の
ど
自
慢
の
裏
方
を
の
ぞ

い
て
み
ま
し
た
。

本
番
は
い
っ
さ
い
、
撮
影
禁
止
。

そ
れ
に
し
て
も
、
生
の
迫
力
は
す
ご

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
を

其
近
に
見
る
こ
と
も
、
音
響
に
し
て

も
。た

び
た
び
、
写
真
を
取
る
私
自
身

も
、
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
カ
メ
ラ

テ
ス
ト
は
プ
ロ
の
す
ご
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。

本
番
は
審
査
は
ど
こ
で
す
る
の
か

と
前
か
ら
疑
問
に
持
っ
て
い
ま
し
た
。

個
人
的
に
は
、
鐘
を
鳴
ら
す
人
が
決

め
る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

達
い
ま
し
た
。
別
室
で
審
査
員
が

テ
レ
ビ
を
兄
を
が
ら
、
鐘
を
鳴
ら
す

人
に
指
示
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

ひ
と
つ
の
番
組
を
製
作
す
る
の
に

多
く
の
人
々
の
労
力
が
あ
っ
て
、
は

じ
め
て
で
き
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。

▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
着
工
。
旧

中
電
事
務
所
も
な
く
在
り
、
新
し
い

建
物
が
で
き
る
と
思
う
と
時
代
の
流

れ
を
感
じ
ま
す
。

整
備
さ
れ
た
施
設
も
、
福
祉
に
は

必
要
だ
が
、
心
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
あ
れ
ば
、
更
に
言
う
こ
と
な
し
と

思
い
ま
し
た
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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や
め

瓜
菜
沢
に
群
生
す
る
自
然
の
あ
や
め
、

五
月
か
ら
は
、
三
十
頭
の
和
牛
が
こ
の
瓜

菜
沢
に
鹿
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

緑
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
を
敷
き
つ
め
た
高
原

た　放もに
い　日　放▲　咲
ま　然　牛　く
す　の　の　あ

○　あ　光　や

り　景　め
が　は　と

、　の

に
牧
草
を
食
む

私
た
ち
が
忘
れ
て
い

た

さ

を

お

し

え

て

く

れ

Soumu
四角形

Soumu
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